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医療機関で特定健診を受けることができます

■問合せ　国保年金課国保係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６

●自己負担額
　１，２００円
●対象者
国民健康保険被保険者で、４０～７４歳の方
※令和８年３月３１日までに４０歳に到達する方～７５歳の誕生日前までの方となります。
※今年度すでに村の総合健診または人間ドック・脳ドックを受診した方、受診予定の方は受診でき
ません。

●受診できる医療機関
県内の一部医療機関（詳細は役場国保年金課までお問い合わせください。）

●自己負担額
１，２００円

●対象者
国民健康保険被保険者で、４０～７４歳の方
※令和８年３月３１日までに４０歳に到達する方～７５歳の誕生日前までの方となります。
※今年度すでに村の総合健診または人間ドック・脳ドックを受診した方、受診予定の方は受診でき
ません。

●受診できる医療機関
県内の一部医療機関（詳細は役場国保年金課までお問い合わせください。）

後期高齢者対象の歯科健康診査

■問合せ　茨城県後期高齢者医療広域連合事業課保健事業係☎０２９－３０９－１２１２

高齢者の口腔機能低下や肺炎等の疾病を予防するため、歯科健康診査を実施します。

●対象者
後期高齢者医療制度の被保険者のうち次に該当する方
・昭和２４年４月１日～昭和２５年３月３１日生まれの方
・昭和１９年４月１日～昭和２０年３月３１日生まれの方
・昭和１４年４月１日～昭和１５年３月３１日生まれの方
※対象者には、茨城県後期高齢者医療広域連合から８月下旬頃に「歯科健康診査のご案内」が郵送
されます（長期入院、施設入所者等を除く）。実施医療機関等、詳細はそちらをご覧いただくかお
問合せください。

●受診期間 ９月１日（月）～１２月３１日（水）まで※１年度１回
●受診費用 無料ですが、健診に引き続き治療を行う場合、別途料金がかかります。

▶村内で受診可能な医療機関
※事前予約が必要です。
・競馬共助会みほクリニック（美浦村美駒２５００－２）☎０２９－８８５－１８１３
・美浦中央病院（美浦村宮地５９６）☎０２９－８８５－３５５１

●受診方法
①医療機関に電話等で予約してください。
②受診前に、国保年金課窓口で申請をし、医療機関健診受診券の交付を受けてください。
③受診当日に、医療機関健診受診券とマイナ保険証または資格確認書を持参して受診してください。

●受診可能な期間
令和８年３月３１日（火）まで
※特定健康診査の結果は、健診機関を通じて村に報告され、必要に応じて特定保健指導に活用され
ます。

●受診方法
①医療機関に電話等で予約してください。
②受診前に、国保年金課窓口で申請をし、医療機関健診受診券の交付を受けてください。
③受診当日に、医療機関健診受診券とマイナ保険証または資格確認書を持参して受診してください。

●受診可能な期間
令和８年３月３１日（火）まで
※特定健康診査の結果は、健診機関を通じて村に報告され、必要に応じて特定保健指導に活用され
ます。

村の総合健診を受診されていない方は… 「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

暮らしサポート

い や や

司法書士による無料相談

　村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。
　消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※３桁で繋がります。
　県警悪質商法１１０番（訪問販売や悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

消費生活に関す る相談 は

【消費者へのアドバイス】
「定期縛りなし」は「最低購入回数の指定がない契約（いつでも解約できる定期購入）」である可能性が
あります。インターネット通販では注文する際に必ず「最終確認画面（契約条件が記載されている画
面）」で、定期購入が条件となっていないか、最低購入回数に指定（縛り）がないか、２回目以降の代
金等の販売条件や、解約の条件を確認しましょう。また、返品や受取拒否しても解約にはなりません。
困ったときはすぐに消費生活センターへご相談ください。

○お得に試すはずが…定期購入トラブル
動画を視聴していたところ、「一粒飲めば痩せる」と宣伝されたサプリの広告が表示
され興味を持った。事業者のサイトで、初回お試し価格約９００円で「定期縛りなし」
と書かれたサプリを購入した。商品が届き納品書を確認したところ、次回お届け予
定日が書かれており、その時初めて定期購入だとわかった。試しに飲んでみて定期
購入を改めて注文すると思っており、解約しなければ次も届くとは思っていなかっ
た。

～以上２件、国民生活センターＨＰ、「見守り新鮮情報」より引用・抜粋～

【ひとこと助言】
・事故を防ぐために、長袖、長ズボンの作業衣、保護メガネ、防振手袋等、刈払作業に必要な服装を
整えてから作業を行いましょう。

・作業を中断する際は必ず刈払機のエンジンや電源を切りましょう。

《事例１》自宅の裏山で刈払機を使用していた。斜面でバランスを崩し誤って刈払機
　　　　が右大腿部（右の太もも）に当たった。右大腿部に長さ３０センチの切創。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０歳代）

《事例２》刈払機に挟まった草をエンジンは切らずに取ろうとしたところ、刃が動い
　　　　て左指趾（左手足の指）を切ってしまった。　　　　　　　　（６０歳代）


